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本交流発表会は、学習者の実態に応じた教材や地域に根ざした学習のための教材など、学びの多様化

に対応した視聴覚教材の自作と活用を推進し、視聴覚教育の充実を図ることを目的に、毎年開催されて

います。７１回目となる今回は、３部門９作品（中学校４、高等学校２，社会教育３）のエントリーで令

和４年２月１９日に行われました。特に大学生からの応募が多数ありました。

例年、本センターに一堂に会して交流発表会を開催しておりましたが、令和４年１月２４日に県の新

型コロナ感染警戒レベルがレベル３に引き上げられたことから、開催方法を変更し、作品のみを提出い

ただき審査する形で行いました。学校の授業場面におけるＩＣＴ活用や郷土、地域の伝統文化の継承な

どに関わる内容でねらいの明確な自作教材が多くみられました。審査の結果は、次のとおりです。

□令和３年度第 71回秋田県自作視聴覚教材交流発表会
□今年度の「障害者の生涯学習」に関する調査・研究

秋田県生涯学習センター（編集：社会教育アドバイザー）

最優秀賞

優 秀 賞

優 良 賞

（2022 年度全国自作視聴覚教材コンクールへ推薦）

コイルに電流を流したときに磁界から受ける力の向き

秋田大学教育文化学部４年生 高橋麻衣子

植物のからだのつくりマスターになろう！

秋田大学教育文化学部２年生 三尾夏奈子

コイルと磁石でわかる電磁誘導のしくみ

秋田大学教育文化学部２年生 田口 陽介

炭酸水素ナトリウムの熱分解

～やってはいけない実験操作～（中学校部門）

秋田大学教育文化学部３年生 吉原 夢

これでバッチリ！ 中和滴定 （高等学校部門）

秋田大学教育文化学部２年生 日野 咲良

メンデル遺伝のシミュレーションソフト

秋田大学教育文化学部２年生 武藤 慈英

モーターが回転する仕組みを分かりやすく解説！！

秋田大学教育文化学部２年生 高田 優羽

ゆざわジオパーク

ジオサイト案内書５奥小安/小安（社会教育部門）

メディアバンクみるわーく 畠山 仁

藤巻の厄神立て

メディアバンクみるわーく 小野まさる

令和３年度（第71回）秋田県自作視聴覚教材交流発表会



昨年度までの２年間、「障害者の生涯学習」について調査・分析・報告書作成を進めてきました。

３年次の今年度は、これらを生かして主に①生涯学習について当事者や支援者

が考えを深め、自分に何ができるかを考える機会にするための熟議、②障害のあ

る方のための防災スキル講座、③リーフレット作成を行いました。

熟議は２回、１０月と１２月に実施しました。

１回目は特別支援学校生、特別支援学校卒業生および保護者、生涯学習奨励員、

公民館職員、障害のある社会人がオンラインで参加し、２回目は特別支援学校卒

業生、障害のある社会人、県障害者スポーツ推進員、センター職員が参加して対

面の形で行い、「居場所」をテーマに皆さんの意見を共有しました。

また、２回目の熟議の前には昨年度に引き続き第２回ボッチャ交流大会を実施

しました。昨年度は県内企業１０社の協賛をいただきましたが、今年度は２１社

の協賛をいただき、「あきた With 杯」として企業チーム、ボッチャサークルを含

めた８チームが参加して行われました。冒頭には、「秋田ノーザンハピネッツ株式

会社」と「サンエスコミュニティ」からボッチャの公式用具一式をセンターに寄

贈していただきました。白熱した試合ばかりで、素晴らしいショットがきまると、

ガッツポーズをして喜び、対戦相手のチームは拍手を送るなどの場面が見られま

した。終了後、参加者からは「今日はボッチャと交流会ができて楽しかったです」

「ボッチャ協会の人たちと一緒にボッチャをやってみたい」という声が寄せられ

ました。

共生社会の実現に向けて、様々な人（当事者・支援者・企業・各地域の方）が

連携・協働し、学びの場を創出する契機となるよう、「障害者の生涯学習」につい

て考えるための資料となるリーフレットをこれまでの研修・調査・講座の実践を踏まえて作成しました。

作成に当たっては、調査研究委員の皆さまより様々な角度から貴重な意見、アドバイスをいただきな

がら完成させることができました。今後、各市町村・各学校・各関係機関・各種施設等に配布して広く発

信するとともに、様々な活用を進めていきたいと思います。

人々が共に学び、お互いにお互いの意識を深めていくことが「共生」につながっていくものと考えま

す。
【完成したリーフレット】

今年度の「障害者の生涯学習」に関する調査・研究




